
第５回 総務産業建設常任委員会 

日 時 令和７年９月19日(金)午前９時30分 

                     場 所 下呂市役所下呂庁舎３－１会議室 

１ .委員長あいさつ 

２ .市長あいさつ 

３ .議長あいさつ 

４ .付託案件 

（ １） 議第８１号 下呂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する 

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を 

改正する条例について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 総 務 部】 

 （ ２） 議第８２号 下呂市職員の育児休業等に関する条例及び下呂市職員の勤務時間、休暇等に 

関する条例の一部を改正する条例について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 総 務 部】 

（ ３） 議第８３号 下呂市基金条例の一部を改正する条例について 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 資料Ｐ２【 まちづく り推進部】 

（ ４） 議第８４号 下呂市火入れに関する条例の一部を改正する条例について・ ・ 【 農 林 部】 

（ ５） 議第８５号 下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 消防本部】 
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財源 主な使途事例 基金の主な使途 今後見込まれる事業 

宿泊税

国内外からの観光客

が快適かつ安全に観

光を楽しめるよう環

境を整備する事業経

費に充当 

※宿泊客に直接恩恵

が還元される事業 

◆下呂市内JR駅整備基金への積立・・・毎年度1億円積立 市内JR駅や駅周辺施設等の整備

にかかる事業経費

JR下呂駅整備

◆宿泊税活用事業基金・・・当該年度事業への充当後の残額を積立 

・左記事業の実施において、当該

年度の宿泊税財源で不足が生じる

とき 

◇環境整備事業 

二次交通の実証実験 

サイン看板整備 

駐車場満空システム導入 

横谷峡景観整備 

巨石群整備 

がんだて公園整備 

御嶽登山駐車場整備 

名勝・史跡・公園等整備 

 (乗政大滝、孝子ヶ池、雨情公園等) 

◇イベント開催経費・臨時的経費 

龍神火まつりの龍体更新

◆観光客受入環境整備事業

・各種観光施設の整備 

(駐車場、公衆トイレ、街路灯、喫煙所、サイン看板、無料

Wi-Fi、防犯カメラ、観光DXツールの導入等) 

・温泉街のバリアフリー化 

・観光施設の整備(案内所、公園、名勝、足湯等) 

・景観保全・整備(街路樹、花壇等) 

・二次交通の整備、実証実験 

・歴史や文化遺産等の保全、観光魅力向上事業

・観光情報の多言語発信と災害時の安全確保 

◆宿泊事業者支援 

・宿泊施設の高付加価値化・バリアフリー化支援

◆観光資源の魅力の増進事業(イベント)

・下呂温泉まつり、下呂温泉花火冬公演負担金等 

◆宿泊税徴収事務経費 

宿泊税・入湯税の適正な運用で、観光振興と地域活性化を推進します
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総務産業建設常任委員会
実施月日　令和７年９月１９日
担当課　　観光商工部　観光課



財源 主な使途事例 基金の主な使途 今後見込まれる事業

, 

入湯税 

温泉の保護活用、観

光協会の運営・事業

等に要する経費に充

当

◆入湯税活用事業基金・・・平年度1～2千万円程度を積立

・集中管理施設及び市が掘削し

た温泉施設の源泉汲み上げにか

かる大規模修繕・機械設備の更

新等通常の維持管理経費以外の

経費を支援する場合における、

単年度の財源で補えない場合 

・災害やパンデミック等、不測

の事態における宣伝、誘客事業 

・その他市長が特に取り組む必

要があると認める事業の経費

下呂温泉集中管理施設改修工事 

ポンプ所制御盤更新 

監視システムの更新 

ポンプ所自動制御機器の更新 

温泉施設関係 

源泉ポンプの更新、オーバーホ

ール 

◆温泉の保護・活用にかかる補助金又は財源充当 

・下呂温泉事業協同組合が行う集中管理施設の維持管理経費 

・市が掘削した温泉施設の源泉汲み上げにかかる維持管理経費 

◆宣伝、誘客事業 

・マスメディア等広告宣伝 

・観光キャラバン 

・インバウンド誘致 

・OTAへのクーポンの発行 

・コンベンション・団体助成 

◆観光振興団体活動事業助成 

・各観光協会の運営補助金 

・各観光協会が実施する事業負担金 

◆地域社会の発展に寄与する持続可能な観光振興 

・次世代観光教育 

・サスティナブルツーリズム 

宿泊税・入湯税の適正な運用で、観光振興と地域活性化を推進します
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